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9 当科における高齢者腹部緊急手術症例の検討

中塚 英樹 ･沢津橋孝拓 ･森岡 仲漕

清水 孝王 ･宮下 薦

燕労災病院外科

当科 に お け る 80歳以上高齢者の腹 部緊急手術

症例 を検討 し,閥務点を探索した.

対象 は 2007年より2011牢まで 5年間におけ

る腹部緊急手術症例 49例.男性 19例,女性 30

例.疾患別件数は多い順に,イレウス13,ヘルニ

ア族頓 ま3,消化管穿孔 11,胆嚢炎 3,虫垂炎 2,

腹膜炎2,縫合不全 1.術前併存疾患数は,同じく

脳梗塞 17,腹部手術 略 高血圧 10,糖尿病 4,辛

足手術 4などであった,入院日数は平均 28.4日

(1-161日).術当日の死亡例がある一方で,合併

症から長期入院余儀なくされた症例もあった.術

後死亡は7例 (14.2%)と高く,特に消化管穿孔

例で予後が不良であった.軽快退院例のなかで

も,11例 (26.2%)は療養型病院やリハビリ病

院へ転院となった.

高齢者緊急手術例は,いまだ予後不良である.

救命できたとしても,ADL低 卜のために家庭で

は受け入れられず,最終的に老健施設へ行くこと

も多く,施設間の良好な連携も必要である.

10 当院における高齢者 (州 歳以上)の腹部救

急手術症例の検討
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【背景と冒的】近年の入日高齢化に伴い,高齢

者の腹部緊急手術も増加 している,当村における

80歳以上の腹部緊急手術症例の現況と問題点を

明らかにする.

E対象 と方法】2009年 4月より2012年3日ま

での 3年間に腹部緊急手術 (術後合併症を除く)

を施行 した407症例の*で,80歳以上の 64症例

偶 性 25例,女性39例)を対象としてretTOSpee-

如eに検討を行った.

E結果】患者背景としては術前併存疾患を57例

(89.1%)に認め,内訳は高血圧症 38例 (59,4%),

悪性疾患 (既往を含む)25例 (39.1%),心臓疾

患 17例 (26.6%)の順に多かった.術前perfor-

manceStatus(PS)は PSO-1:38例 (59.4%),

IS2:12例 (18.80/a),王篭3:lo榊 (15.6%),PS

4:3例 (逮.7%)であった.疾患内容は上部消

化管穿孔 4例,下部消化管穿孔 7例,虫垂炎 7例,

腸閉塞 (癌性)7例チ腸閉塞 (非癌性)18例,ヘ

ルニア医頓 15例,胆道感染症 2例,消化管出血 1

例,その他 2例であり,腸閉塞とヘルニア鹸頓を

合わせると壊0例 摘2.5%)を占めていた.術後

合併症は27例 (42.2%)に認め,内訳は手術部

位感染6例,非手術部位感染 14例,腹腔内およ

び消化管出血5例,腸管麻棒および腸閉塞 3例,

その他 2例であった (重複あり).非手術部位感

染としては肺炎が6例 (9A%)で最も多かった.

手術関連死は悪性疾患による原病死 i例を含む8

症例 (12.5%)であった.

【結語】高齢者の腹部緊急手術においては術後

合併症も高頻度で手術関連死も少なくないため,

術前併存症など患者状態を十分に把握 した 上で

手術を行うことが重要である.

11 緊急 ･準緊急手術を要した超高齢者 (85歳

以上)の大腸がん症例の検討
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2006年から2011年までの6年間に当科で緊急

または準緊急手術を要した題高齢者 (85歳以上)

の大腸がん症例を検討 した.同時期の 85歳以上

の大腸がん手術例は 101例であり,うち25例

(25%)が緊急または準緊急で手術が行われてい

た.

この 25例の平均年齢は89.5歳で,穿孔例が6

例,イレウスが 19例であった.切除は 19例


